
会計課

予算係

2233

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

A12
治安基盤施設整備費 警察費 警察施設費 警察施設維持管理費

労働安全衛生法、消防法、ビル管理法 宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
使用料・手数料 財産収入 諸 収 入 県　債

決定額 15,065 15,065 1,092,575

現計額 1,077,510 20,803 794,935 1,141 43,000 217,631

令和元年度予算見積調書(12月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察管
理費

事 業
期 間

昭和28年度～ 根 拠
法 令

　　警察本部庁舎、分庁舎、警察署庁舎及び交番・駐在
　所施設の各所修繕や法令等に基づく設備保守等に係る
　経費が主体であり、これにより警察施設の適正な維持
　管理を行い、県民の貴重な財産をできるだけ長い期　
　間、良好な状態で使用する。
　　また、本事業には交番・駐在所等の土地建物賃借料
　も含まれている。

 (1)　台風19号により被害を受けた施設の復旧経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15,065千円

 (1)　事業内容
　　ア　治安基盤施設整備　機械設備等保守委託及び土地建物賃借料等　　723,151千円
　　イ　警察署庁舎等整備　庁舎等補修工事費、ブロック塀補修工事等　　328,278千円
　　ウ　経常費　　　　　　受水槽等清掃点検(検査)手数料等　　　　　　 26,081千円
　　　
 (2)　事業計画
　　　警察施設の効率的かつ適正な維持管理を行う。
　　
 (3)　事業効果
　　　県有施設の長寿命化や維持管理コストの平準化及びトータルコストの縮減を図ることができる。

 (4)　補正予算の概要
　　　台風19号により被害を受けた警察施設の早急な復旧を実施する。
      
　　　イ　警察署庁舎等整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　      15,065千円
　　　  ①　警察機動センター訓練コースの流入汚泥の処分委託、信号機・電気設備修繕　12,437千円
　　　　②　運転免許センター車庫部分のシャッター修繕                　　　　　　　 2,628千円
　　　

　　（県10/10）

補正後の
予算額

― 警察本部 A12 ―
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